
地域における男女共同参画を推進するためのプログラムデザイン

発災後、大きな困難を抱えてしまう小さなこどもがいる保護者が防災の知識を深め、ジェンダー平等の視点を
持ち地域活動に参画する。

事業
目的

内容

方法
手段

男女共同参画
の視点

課題の整理と共有
個人/社会の課題をつなげる

振り返り
男女共同参画
推進の理解

情報収集、現状把握

連携先

事業
プロセス

【事業名】こども園 おでかけ講座 今日から始める防災First Step

課題解決に向けた講座

県内自主防災組織の責任者は大半が高齢男性で長期間役職についており、女性の役員がいないことから地域防災に多様な意見が反映されにくい。
学び、地域で活動したい女性は増えているものの、防災組織自体が活動していない地区も多く活動の場がない。

問題
現状

静岡市役所地域総務課、こども課 / 各こども園（防災対策聞き取り調査を行った上、実施）
地元大学（防災教育プロジェクト）へ協力依頼、災害ボランティアから資料提供

評価
指標

アンケート満足度70％ 課題解決型講座養成講座申し込み率20％

講座・ワークショップ

・防災後の栄養について
（カードクロス）

・発災後のこどものストレスを軽減
する方法を考える

・「行く」選択のできる避難所づくり
事例から学ぶ

・マンネリ脱却防災訓練プログラム

アンケート

・講座満足度

・防災への関心度

・防災に男女共同参画
の視点が必要だと理
解できたか

・より学びたいか

・防災に関しどのよう
な講座を受けたいか

講義＋グループワーク動画視聴＋座談＋個人ワーク webフォーム

対象
定員

育児中の保護者 20名

全2回
期間
回数

予算 チラシ作成、資料、ゲーム、絵本購入 50000円

事業
目標

防災になぜ男女共同参画の視点が必要なのかを理解する。
災害について考え、課題意識をもち主体的に継続して知識を得たいという意欲をもつ。

静岡市女性会館スタッフ1名 防災カレッジ修了生２名

【位置づけ】 男女共第4次静岡市共同参画行動計画

6-（3）同参画の視点をもった防災対時対応及び復旧復興体制の推進

課題 包括的自主防災組織の必要性をより多くの人が理解し、様々な立場また幅広い層が自主的に関わり、継続し災害に備える。防災組織が活発化し活動の場が増える。

独立行政法人国立女性教育会館 令和5年度「地域における男女共同参画推進のための事業企画研修」

更に防災知識を高め、自主防災組織
で活動するための連続講座

実施
体制

同時進行： 防災教育プロジェクトによるこども災害教室 紙芝居・防災かるた

クレオ大阪作成 You Tube
パパママ防災

「育児中の女性が感じた避難の
困難とその支援
～熊本地震の体験から～」

こども園と防災体制を共有

自助 日常の備え
チェックシート

20分

20分

20分

公助 自治体の防災整備を共有

共助 ・自主防災組織の重要性
・身近な活動事例 30分

防止カードゲーム 30分

1回目 2回目


